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沖縄島中部地方の古井戸






おん な き ん
海側の恩納村仲泊と金武湾側のうるま市石川を結ぶ石川地峡で，約３の
距離にすぎない。本島は石川地峡より南側の南部地域，地峡より北側の北



































































































































ぎ の ざ うふ く ぼ が ー
３．宜野座の大久保井戸
（１） 所在地







うふ く ぼ が ー
数～十数の層厚である。大久保井戸付近では，両層の不整合面付近から
図６ 「宜野座の大久保井戸」付近の地形





















































































































































































































































































































１．３８～４２段丘面 ２．３０～３６面 ３．段丘崖 ４．段丘


























































































































































なかぐすくじょう さきなかぐすく あ じ
中城 城は１４世紀後半頃，先中城按司が数世代にわたって築き，その




くるわ が ー ご さ まる
編，１９８０）。「北の郭の井戸」は，かつては城外にあった井戸を，護佐丸（
～１４５８）が城壁を拡大して取り込んだとも伝えられる。この井戸のほか，





































しゃ な にしもり お ん
構造になっている。段丘崖は霊域となっている謝名西森御嶽である。ここ





























にし もり ひ き






























し き むん ぬ かー
志喜の森の川も，沖縄に伝わる石造り文化を代表する立派な井戸のひとつ
で，沖縄県の名勝に指定されている。




































































































































こ が ち げんけつ
まで案内して頂いた。古我知史研究家の松川源傑氏（明治４４年生まれ）を始め，地域の
皆様には情報を与えて頂いた。文献のいくつかは，青梅市文化財保護指導員の鈴木晴也
氏から教えて頂いた。記して，これらの方々に感謝の意を表する。
参考文献
福島俊介（１９８７）『沖縄の石造文化』．１５２p．（沖縄出版）
鍾方正樹（２００３）『井戸の考古学』．２０７p．（同成社）
河名俊男（２００２）琉球弧のネオテクトニクス．木村政昭編『琉球弧の成立と生物の渡
来』．５９～８３．（沖縄タイムス社）
河名俊男・梅本孝雄（１９８０）接峰面図による沖縄島の地形概観と二・三の特徴．琉球大
学教育学部紀要（第１部）．（２４）．９１～１０１．
木庭元晴（１９８０）琉球層群と海岸段丘．第四紀研究．１８（４）．１８９～２０８．
昌子住江・三沢博昭（１９９４）沖縄の石造井泉．建設業界．４３（３）．６～１０．
長嶺 操（１９９２）『沖縄の水の文化誌』．１８８p．（ボーダーインク）
長嶺 操（１９９８）『沖縄の水の文化誌』．２６３p．（沖縄村落史研究所）
沖縄県（１９９４）『土地保全図』（一葉）．（国土庁土地局）
沖縄タイムズ社編（１９８３）『沖縄大百科事典』（全３巻）．（沖縄タイムズ社）
沖縄第四紀調査団（１９７６）沖縄および宮古群島の第四系．地球科学．３０（３）．１４５～１６２．
創史社（株）編（１９８０）中グスク．『日本城郭体系』（１）．２７４～２８３．（新人物往来社）
角田清美（１９９３）淵上の石積み井戸についての自然地理学的研究．専修人文論集．
（５２）．１０９～１３３．
角田清美（１９９４）伊豆諸島の古井戸についての自然地理学的研究．専修人文論集．
（５４）．１０９～１４３．
角田清美（１９９６a）武蔵野台地における鎌倉街道に沿う古井戸についての自然地理学的
研究．専修人文論集．（５８）．６３～１１２．
角田清美（１９９６b）井戸には覆屋根は設けられていたか．専修人文論集．（５９）．２０１～
２３３．
角田清美（１９９８）古新聞の記事を地理の教材に利用する．駒澤大学高等学校紀要．（２０）．１７
～３０．
角田清美（２００１a）河越館の古井戸．専修人文論集．（６８）．１７３～２０５．
角田清美（２００１b）城郭内の古井戸．専修人文論集．（６９）．１７３～１９７．
角田清美（２００２a）武蔵野台地西端付近の下り井．専修人文論集．（７０）．２９７～３７０．
角田清美（２００２b）武州御岳山の古井戸．専修人文論集．（７１）．１５７～１７１．
角田清美（２０１３）先島諸島の古井戸．専修人文論集．（９３）．１～２８．
角田清美（２０１４）首里城と周辺地域の古井戸．専修人文論集．（９４）．６５～１０６．
沖縄島中部地方の古井戸 181
高安克己（１９７６）沖縄県本部半島北部の第四紀石灰岩．地質学雑誌．８２（３）．１５３～１６２．
当間一郎（１９８１）『沖縄の井泉』．１１４～１３９．（新星図書出版）
土屋喬雄・玉城 肇（１９７３）『ペルリ提督日本遠征記』（二）．４６～４７．（岩波文庫）
